
通
婚
圏
か
ら
み
た
江
戸
時
代
後
期
の

「
大
坂
地
域
」

l
 

i
 

j
 

洋

口

通婚圏からみた江戸時代後期の「大坂地域」

は

じ

め

に

筆
者
は
、
「
一
般
住
民
が
い
か
な
る
歴
史
的
領
域
の
影
響
を
強
く
受
け
て
、
彼
ら
の
生
活
空
聞
を
組
織
し
て
い
た
か
」
と
い
う
観
点
か

ら
、
江
戸
時
代
の
通
婚
圏
を
指
標
と
し
て
考
察
を
・
加
え
て
き
た
。
こ
れ
は
、
政
治
的
境
域
だ
け
を
重
視
し
て
歴
史
的
領
域
論
を
展
開
し
て

き
た
そ
れ
ま
で
の
研
究
動
向
を
、

一
般
住
民
の
立
場
か
ら
再
検
討
す
る
た
め
の
一
段
階
で
あ
る
。

旧
稿
で
は
、
通
婚
固
に
影
響
を
持
つ
空
間
組
織
の
抽
出
に
は
一
応
の
成
功
を
み
た
。
す
な
わ
ち
、
非
領
園
地
域
の
農
村
に
お
い
て
、
藩

領
、
郡
、
助
郷
、
大
庄
屋
組
、
郷
・
圧
等
の
政
治
的
境
域
で
は
な
く
、
⑦
四
里
圏
内
の
集
落
は
い
ず
れ
も
潜
在
的
に
通
婚
関
係
を
持
ち
、

井
組
が
通
婚
件
数
の
多
少
に
影
響
を
持
つ
下
野
国
河
内
郡
町
田
村
ハ
1
)
、
@
四
里
圏
内
に
あ
っ
て
も
、
距
離
、
市
場
圏
が
通
婚
関
係
の
有

無
に
影
響
し
、
市
場
圏
、
井
組
が
通
婚
件
数
に
影
響
す
る
摂
津
国
武
庫
郡
上
瓦
林
村
〈
之
、
の
二
つ
の
ケ
l
ス
を
み
い
だ
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
政
治
的
境
域
に
か
わ
る
、
生
活
空
間
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
存
在
を
確
認
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

81 

市
場
圏
、

換
言
す
る
と
、
都
市
を
中
心
と
す
る
結
節
地
域
(
3
〉
の
存
在
な
裏
づ
け
る
事
例
に
ほ
か
な
ら
な

と
こ
ろ
で
④
の
ケ
l
ス
は
、
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い
の
で
あ
っ
て
、
大
坂
で
は
、
少
な
く
と
も
元
禄
期
以
前
に
ヒ
ン
タ
l
ラ
ン
ド
が
成
立
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
島

す
で
に
大
坂
周
辺
に
関
し
て
は
、

従
来
の
通
婚
圏
、

あ
る
い
は
人
口
移
動
の
研
究
の
大
半
(
4
〉
が
個
別
集
落
の
分
析
に
終
始
し
て
い
た

の
に
対
し
て
、
脇
田
修
が
、

「
大
坂
と
ヒ
ン
タ
1
ラ
ン
ド
を
含
む
地
域
」

(
大
坂
地
域
〉
の
動
向
を
検
討
す
る
必
要
性
を
強
調
し
て
い

る
(
5
3
脇
田
修
の
指
摘
の
よ
う
に
、
大
坂
周
辺
の
在
郷
町
と
農
村
が
相
互
に
関
連
を
持
っ
て
い
た
の
は
明
瞭
で
あ
り
、
大
坂
地
域
全
体
を

取
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
別
集
落
の
分
析
か
ら
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
、
こ
の
地
域
の
一
般
住
民
の
生
活
空
間
の
実
態
を
解

明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
脇
田
修
は
大
坂
地
域
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
範
囲
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
人
口
移

動
や
様
々
な
物
資
の
流
通
を
取
り
あ
げ
な
が
ら
、
各
々
の
指
標
と
し
て
の
性
質
の
異
同
が
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
ら
か
に
す
べ

き
大
坂
地
域
の
内
容
自
体
が
暖
昧
で
あ
り
、
脇
田
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
素
描
の
域
を
出
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
は
右
の
点
を
補
足
し
、
大
坂
を
中
心
と
す
る
ヒ
ン
タ
l
ラ
ン
ド
に
生
活
空
間
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
求
め
る
た
め
に
、
婚

姻
に
よ
る
人
口
移
動
の
範
囲
(
通
婚
圏
)
を
指
標
と
し
て
「
大
坂
地
域
」
の
設
定
を
試
み
、
そ
の
内
容
を
展
望
す
る
。
本
稿
で
用
い
る

「
大
坂
地
域
」
と
は
、
大
坂
周
辺
集
落
の
う
ち
隣
接
諸
集
落
と
比
較
し
て
大
坂
と
極
め
て
密
接
な
通
婚
関
係
を
結
ん
で
い
る
範
囲
を
示

す。
手
法
と
し
て
は
、

い
わ
ゆ
る
中
心
調
査
法
で
は
な
く
、
周
辺
調
査
法
を
と
る
(
6
3
中
心
調
査
法
を
用
い
な
い
理
由
は
、
史
料
的
な
制
約

に
加
え
、
大
坂
周
辺
集
落
の
一
般
住
民
の
立
場
に
立
脚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
鮮
明
に
大
坂
や
そ
の
他
の
在
郷
町
の
中
心
性
の
有
無

が
明
ら
か
に
な
る
と
判
断
す
る
か
ら
で
あ
る
。



研
究
対
象
村
落
と
史
料

従
来
、
通
婚
圏
の
復
原
を
意
図
し
た
研
究
で
は
、
婚
姻
の
一
部
分
し
か
把
握
で
き
な
い
「
人
別
送
り
状
」
、
「
人
別
請
け
状
」
等
を
用
い

た
も
の
が
多
い
?
な
史
料
の
吟
味
が
比
較
的
可
能
な

「
宗
門
改
帳
」

を
用
い
た
場
合
で
も
、
研
究
対
象
村
落
へ
の
婚
入
を
示
す
に
止
ま

り
、
村
落
外
へ
の
婚
出
に
つ
い
て
は
、
部
分
的
に
し
か
明
ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
宮
古

し
か
し
、

都
市
・
村
落
聞
の
通
婚
関
係
を
復
原

す
る
に
は
、
そ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
特
に
、
商
品
流
通
の
盛
ん
な
都
市
・
村
落
聞
で
は
、
村
落
か
ら
都
市
へ
の
婚
出
が
多
い
〈
9
〉O
す

通婚圏からみた江戸時代後期の「大坂地域」

な
わ
ち
、
大
坂
周
辺
集
落
の
通
婚
圏
を
正
確
に
復
原
す
る
に
は
、
婚
入
、
婚
出
と
も
に
記
載
が
あ
り
、

し
か
も
、

一
世
代
(
約
二
一

0
年
間
)

以
上
連
続
的
に
検
討
で
き
る
人
口
史
料
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
。

表
ー
に
あ
げ
た
九
ケ
村
の
う
ち
、
ま
ず
、
花
熊
村
〔
阜
、
上
瓦
林
村
立
〉
、
太
田
村
東
分

av
東
天
川
村
、
清
水
村
、
味
舌
上
村
、
板
持

村
の
七
ケ
村
の
人
口
史
料
を
、
毎
年
の
家
族
構
成
を
追
跡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
吟
味
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
婚
入
、
婚

出
と
も
に
ほ
ぼ
欠
落
の
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

az

検
討
の
結
果
、

次
に
、
生
瀬
村
の
「
人
数
増
減
点
合
帳
」
、

お
よ
び
、
約
五

O
O通
の
「
人
別
送
り
手
形
」
を
比
較
し
た
。

残
存
し
て

い
る
「
人
別
送
り
手
形
」
で
確
認
で
き
る
人
口
移
動
は
、
す
べ
て
「
人
数
増
減
点
合
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

「
人
別
送
り
手

形
」
に
は
残
存
す
る
史
料
の
他
に
散
逸
し
た
文
書
が
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。
婚
姻
を
含
む
生
瀬
村
の
人
口
移
動
の
全
体
像
を
把
握
す

る
に
は
、

「
人
数
増
減
点
合
帳
」
を
用
い
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

三
条
村
で
用
い
る
「
諸
事
奥
印
控
帳
」
と
は
、
大
庄
屋
の
決
裁
を
必
要
と
す
る
庄
屋
の
管
轄
事
項
を
-
記
入
し
た
控
帳
で
あ
り
、
婚
姻
、

83 

養
子
、
奉
公
等
の
人
口
移
動
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
享
和
二
年
三
八

O
二
〉
、
文
化
二
年
〈
一
八

O
五
〉
、
三
年
(
一
八

O
六)、

入
'9=-
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表 1 研究対象村落と史料

史 料 ら
離

脚
距

大
の高石口

)年
人

(

摂津花国(天熊八部領郡村) 「(宗神戸旨人大別学御所改蔵帳，」村上寛家政文1書1)安政7 270人 294石 28km 

計72年分
(文政 1)

摂三津(尼国崎兎条審原領郡村) 「人諸別事阪主奥増作化兵印減1差持帳家土引」文点政合書寛3帳〉政~ 』享湘2-文化14
183 202 19 

「 51，2，:4~8，13， (文政 1) 

(小 5衛， 計28年分

摂上津(尼国瓦崎武藩林庫領郡村)||| 「宗旨人家御改帳」 万治 2-弘化4 270 597 13 
(岡本俊二家文書) 計126年分 (文政 1) 

挟13割以;零点制設4112制問 301 21 
3)，14， (天保2)

(浄寺書

摂津東(高国天槻島藩川上領郡村)||| 「増減帳」 文政11-安政5(安政3欠) 22 
(吉田家文書) 計30年分 (文政11)

摂清津国(旗水島本下領郡村)l|| 「増減帳」 文政5-嘉永4 171 361 17 
(清水区有文書) 計30年分 (文政5)

摂津味(芝国舌村島藩上下骨E郡村O 
「l培古帳田天帳空保J聖1書文~志化4，4，5J，8，文政2-12， 253 518 12 7-9 (文政 1)

文村化上6家，9文~書15)計，天3保2年5，分6 

河板内国(天石持川領郡村) 
「宗門山嘉万御積永延三改帳2丸家，:J 天保4-14，弘化3-5， 196 259 25 

5-7， 安政元2-4，6慶7年，応分4 (天保4)
文文書久)2，3， 治1.2， 

( 石計2

河太内(沼国田田志村藩紀東領郡分) 「(増大減阪人府数立帳図」書館宝所暦蔵2，~柏文原化家計15文67書年)分 479 664 15 
(文政 1) 

水支配関係，石高は，木村礎 (1975): IF旧高旧領取調帳，近畿編』近藤出版

による。

*人口は，研究対象村落の「宗門改帳」の記載による。

*大坂からの距離は，大坂堂島から研究対象村落までの直線距離を示した。



八
一
八
一
一
)
、
九
年
(
一
八
一
二
〉
に
は
、
「
諸
事
奥
印
控
帳
」
、
「
人
別
増
減
差
引
点
合
帳
」
と
も
に
並
存
し
て
い
る
。
相
互
の
記
載
内

容
を
比
較
す
る
と
、
全
く
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
三
条
村
で
は
、

「
人
別
増
減
差
引
点
合
帳
」
の
散
逸
し
た
年
代
は
「
諸
事
奥
印
控

帳
」
で
補
足
す
る
こ
と
と
し
て
、

ほ
ぽ
一
世
代
に
相
当
す
る
二
八
年
分
の
史
料
が
得
ら
れ
た
。

以
上
の
吟
味
の
結
果
、
表
1
に
あ
げ
た
九
ケ
村
の
人
口
史
料
は
、
通
婚
圏
復
原
に
必
要
不
可
欠
な
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
判
明
し
た
。

た
だ
し
、
九
ケ
村
の
人
口
史
料
の
残
存
す
る
年
代
に
若
干
の
ず
れ
が
あ
り
、

た
が
い
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
も
残

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節
で
検
討
す
る

az

通婚圏からみた江戸時代後期の「大坂地域」

年
代
設
定

表
ー
に
あ
げ
た
村
落
の
う
ち
、
二
世
代
以
上
連
続
的
に
通
婚
圏
の
分
析
が
可
能
な
の
は
、
上
瓦
林
村
、
花
熊
村
、
太
田
村
東
分
の
三
ケ

村
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
三
ケ
村
の
分
析
を
通
し
て
、

一
八
世
紀
中
期
か
ら
一
九
世
紀
中
期
ま
で
、
研
究
対
象
村
落
の
通
婚
圏
に
変

化
が
み
ら
れ
た
か
否
か
を
検
討
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
用
い
る
「
近
隣
婚
」
と
は
、
研
究
対
象
村
落
か
ら
半
径
四
里
以
内
の
集
落
と
の
婚
姻
、

「
遠
方
婚
」
と
は
、
半
径
四
里

以
遠
の
集
落
と
の
婚
姻
を
主
と
し
て
示
す
。

ま
ず
上
瓦
林
村
に
関
し
て
、
筆
者
は
す
で
に
元
禄
期
か
ら
文
政
期
ま
で
断
続
的
に
五
世
代
の
通
婚
圏
を
分
析
し
、
以
下
の
結
論
を
得
て

い
る
(
時
〉
O

① 

村
内
婚
率
は
五
%
t
一
一
一
%
の
範
囲
内
で
波
動
的
な
変
化
を
示
し
、
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
直
線
的
に
減
少
す
る
傾
向
に
は
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② 

五
世
代
に
わ
た
っ
て
、
近
隣
婚
が
七
四
%
以
上
を
占
め
る
。

五
世
代
と
も
に
、
村
外
婚
は
身
分
、
階
層
と
は
無
関
係
に
頻
繁
で
あ
り
、
遠
方
婚
は
村
落
最
上
層
と
持
高
五
石
以
下
、
半
役
人
以

下
の
村
落
下
層
に
多
い
。

③ 

--ー山各

自
一

t

日
集
落

吟

の

集

判
件
m
N

パ
i
勾

4

1
工

J
~
以
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件

'
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q
ο
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摂津国八部郡花熊村の通婚圏 (1789-1818年)

E神戸大学所蔵，村上家文書より作成】

圏 1

④ 

遠
方
婚
に
つ
い
て
は
、
播
磨
国
多
可
郡
、

神
束
郡
、
丹
波
国
氷
上
郡
、
天
田
郡
、
但
馬

国
出
石
郡
等
か
ら
の
婚
入
が
み
ら
れ
る
。

⑤ 

五
世
代
と
も
に
、
政
治
的
境
域
、
自
然
的

障
害
は
、
近
隣
婚
に
影
響
を
持
た
な
い
。
近

隣
婚
の
空
間
的
広
が
り
に
影
響
を
与
え
る
空

間
組
織
と
し
て
、
市
場
圏
、
井
組
、
距
離
が

抽
出
さ
れ
た
。

右
の
五
点
か
ら
、
上
瓦
林
村
の
住
民
は
、
元
禄

期
か
ら
文
政
期
ま
で
は
ぼ
類
似
し
た
通
婚
圏
を
形

成
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

次
に
、
花
熊
村
に
つ
い
て
、
寛
政
元
年
(
一
七

八
九
)
か
ら
嘉
永
元
年
(
一
八
四
八
)
ま
で
の
通

婚
圏
を
一
世
代
ず
つ
二
世
代
に
わ
た
っ
て
図
示
し



通婚圏からみた江戸時代後期の「大坂地域」

遠方色..!t内婚ロ通婚件数が、 1件の集洛

忌雪 回通婚件数が、 2 件~6件の集落
近附昏 口通婚件数が、 7件以上の集落

図 山地

目海

摂津国八部郡花熊村の通婚圏(1819~1848年)

〔神戸大学所蔵，村上家文書より作成3
図 2

持高別通婚件数(花熊村)

持

た
も
の
が
、
図

ー
と
図
2
で
あ

る。

こ
こ
で

方婚(件)

1789~1818 い8山側

7 

7 

は
、
近
隣
婚
を

標
準
偏
差
を
用

い
て
三
階
級
に

(神戸大学所蔵，村上家文書より作成)

区
分
し
た
白
〉
。

遠

表 2

婚(件)

問刊日同長1制

両
図
を
比
較

す
る
と
、
遠
方

婚
率
は
ほ
ぼ
等

し
い
が
、

村
内

隣近
高

5 石未満

5 - 10 石

10石以上

婚
率
の
減
少
傾

向
が
読
み
と
れ

る

Guo
さ
ら
に

87 

八
四
九
)
か
ら
安
政
七
年
(
一
八
六

O
〉
ま
で
の
一
二
年
間
の
史
料
を
合
わ
せ
て
検
討
す
る
と
、
村
内
婚
率
の
減
少
は
幕
末
ま
で
の
継
続

嘉
永
二
年
(
一

的
な
傾
向
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

a)O遠
方
婚
は
、
二
世
代
と
も
に
播
磨
固
か
ら
の
婚
入
が
多
く
、
他
に
伊
予
国
、
讃
岐
国
、
安
芸
圏
、
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備
後
国
等
、
広
域
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
花
熊
村
が
兵
庫
津
を
南
に
ひ
か
え
、
一
一
ッ
茶
屋
村
、
神
戸
村
の
町
場
に
隣
接
し
た
農
村
で

あ
る
こ
と
に
よ
る
特
色
で
あ
る

av表
2
に
よ
る
と
、
遠
方
婚
は
持
高
五
石
以
下
の
階
層
に
多
い
。
通
婚
の
約
七

O
Mを
占
め
る
近
隣
婚

O 4 8  km 

ロ通婚件数が、 1件、 2件の集落
回通婚件数が、 3 件~5 件の集落
口通婚件数が、 6件以上の集落

河内国志紀郡太凶村東分の通婚圏(1752-1781年)

〔大阪府立図書館所蔵，柏原家文書より作成〕

太田村東分

遠方婚 村内婚

⑤ 
近隣婚

図山地

口I毎

図 3

に
つ
い
て
は
、
花
熊
村
か
ら
半
径

一
里
以
内
の
集
落
と
の
通
婚
件
数

が
多
い
点
、

ま
た
兵
庫
津
、

神
戸

村
と
の
通
婚
件
数
が
極
め
て
多
い

点
で
図
1
と
図
2
と
も
に
共
通
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た。
つ
ま
り
花
熊
村
で
は
、
寛
政
元

年
か
ら
嘉
永
元
年
ま
で
村
内
婚
率

の
減
少
傾
向
は
み
ら
れ
る
も
の

の
、
遠
方
婚
の
成
立
し
た
範
囲
.

階
層
、
近
隣
婚
の
割
合
、
空
間
的

広
が
り
に
関
し
て
変
化
が
み
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
る
。

最
後
に
、
太
田
村
東
分
に
つ
い
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O 48km  

ロ通婚件数が、 1件の集落
田通婚件数が、 2件、 3件の集落
口通婚件数が、 4件以上の集落

太田村東分

遠方婚村内婚

舎
近隣婚

河内国志紀郡太田村東分の遥婚圏(1789-1818年)

E大阪府立図書館所蔵，柏原家文書より作成3

図山地

目揮

図 4

て
図
3
と
図
4
を
作
成
し
た
。

八
世
紀
中
期
か
ら
一
九
世
紀
初
頭

の
連
続
す
る
二
世
代
に
お
い
て

も
、
村
内
婚
率
、
遠
方
婚
率
と
も

に
ほ
ぼ
等
し
い
(
別
立
た
だ
、
宝
暦

二
年
(
一
七
五
二
)
か
ら
天
明
元

年
(
一
七
八
一
)
に
は
播
磨
園
、

山
城
園
、
大
和
国
か
ら
の
婚
入
が

遠
方
婚
の
大
部
分
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
寛
政
元
年
か
ら
文
政
元
年

(
一
八
一
八
)
に
は
、
尾
張
国
、

美
濃
国
か
ら
の
婚
入
が
現
わ
れ
、

播
磨
園
、
山
城
国
か
ら
の
婚
入
は

み
ら
れ
な
く
な
る
。
松
浦
昭
は
、

89 

に
求
め
て
い
る
丘
〉
O

通
婚
の
約
七

O
%を
占
め
る
近
隣
婚
に
関
し
て
は
、
二
世
代
と
も
に
太
田
村
東
分
か
ら
半
径
一
里
以
内
の
集
落
と
の

こ
の
要
因
を
支
配
関
係
の
変
化
等

通
婚
件
数
が
多
い
点
、
大
坂
お
よ
び
隣
接
諸
村

a〉
と
の
通
婚
件
数
が
極
め
て
多
い
点
で
共
通
し
て
い
る
。
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つ
ま
り
太
田
村
東
分
で
は
、
宝
暦
二
年
か
ら
文
政
元
年
ま
で
遠
方
婚
の
成
立
し
た
範
囲
に
変
化
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
村
内
婚
率
、
近

隣
婚
の
割
合
、
空
間
的
広
が
り
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
三
ケ
村
の
分
析
に
よ
っ
て
、

一
八
世
紀
中
期
か
ら
一
九
世
紀
中
期
ま
で
の
約
一

0
0年
間
は
、
村
内
婚
率
の
減
少
、

お
よ
び
遠
方

婚
の
成
立
し
た
範
囲
に
変
化
の
あ
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
大
坂
周
辺
集
落
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
近
隣
婚
の
空
間
的
広
が
り

に
構
造
的
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
と
判
断
で
き
る
。
筆
者
の
述
べ
る
「
江
戸
時
代
後
期
」
と
は
、
こ
の
一

0
0年
聞
を
示
す
。
な
お
、
す

で
に
拙
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
近
隣
婚
の
空
間
的
広
が
り
の
構
造
的
な
変
化
と
は
、
通
婚
の
比
重
が
井
組
の
よ
う
な
水
利
共
同
体
か
ら
、

市
場
圏
の
中
心
地
で
あ
る
町
場
に
変
化
す
る
こ
と
、

お
よ
び
、
あ
る
町
場
か
ら
別
の
町
場
に
通
婚
の
比
重
が
移
動
す
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
(
幻
〉
O四

通
婚
圏
か
ら
み
た
江
戸
時
代
後
期
の
「
大
坂
地
域
」

人
口
史
料
の
吟
味
お
よ
び
年
代
設
定
の
結
果
、

一
八
世
紀
中
期
か
ら
一
九
世
紀
中
期
に
か
け
て
研
究
対
象
村
落
の
任
意
の
一
世
代
の
通

婚
圏
が
、
復
原
、
比
較
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
節
で
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
大
坂
と
緊
密
な
通
婚
関
係
を
結
ん
で
い
る
範
囲
、
す

な
わ
ち
、

「
大
坂
地
域
」
を
確
定
し
た
い
。

図
5
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
う
ち
史
料
の
年
代
が
そ
ろ
う
、
寛
政
元
年
か
ら
慶
応
三
年
(
一
八
六
八
)
の
聞
の
一
世
代
(
約
三

0
年
間
)

の
各
村
落
の
通
婚
圏
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
村
落
の
人
口
規
模
が
異
な
る
た
め
、
近
隣
婚
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
図
と
同
様
、
標
準

偏
差
を
用
い
て
三
階
級
に
区
分
し
た
。
図
5
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
次
の
六
点
で
あ
る
。

付
隣
接
諸
集
落
以
外
に
大
坂
と
密
接
な
通
婚
関
係
を
結
ぶ
地
域
の
限
界
は
、
西
が
三
条
村
と
花
熊
村
の
問
、
北
東
が
清
水
村
と
東
天
川
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園山地遠方k肘f内』昏

自海 近隣
旦遇婚件数が少ない集洛
冨通指件数が多い集落
日通産昏件数が極めて多い集落

図5 大坂周辺村落の通婚菌(1789-1868年)

*三条村，味舌上村の村内婚率，近隣婚率，遠方婚率は，算出不

能，階級区分は，注(16)参照のこと。
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村
の
問
、
南
が
太
田
村
東
分
と
板
持
村
の
間
に
あ
る
。

∞
武
庫
川
の
谷
筋
に
は
、
大
坂
か
ら
五
里
以
上
離
れ
て
い
て
も
、
大
坂
と
の
通
婚
関
係
が
極
め
て
密
接
な
集
落
が
存
在
す
る
。

同
三
条
村
、
上
瓦
村
、
生
瀬
村
は
、
大
坂
と
同
等
に
西
宮
と
の
通
婚
関
係
が
密
接
で
あ
り
、

「
大
坂
地
域
」
内
部
で
サ
ブ
地
域
を
形
成

し
て
い
る
。

伺
西
宮
以
外
の
在
郷
町
、
城
下
町
に
は
、
同
の
よ
う
な
明
瞭
な
サ
ブ
地
域
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
。

伺
ハ
円
以
遠
の
集
落
は
、
大
坂
地
域
内
部
の
集
落
の
通
婚
圏
と
は
異
な
る
傾
向
を
持
つ
。

(a) 

付
の
西
部
に
は
、
花
熊
村
の
よ
う
に
、
兵
庫
津
に
通
婚
の
比
重
が
あ
る
地
域
と
隣
接
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

(b) 

付
の
南
部
に
は
、
板
持
村
の
よ
う
に
、
捕
許
や
富
田
林
等
の
町
場
で
は
な
く
、
村
落
部
の
み
に
通
婚
の
比
重
が
あ
る
集
落
が
存
在

す
る
。

(c) 

付
の
北
東
部
に
も
、
東
天
川
村
の
よ
う
に
、
京
都
、
大
坂
、
高
槻
、
富
田
等
の
町
場
に
通
婚
の
比
重
が
な
い
集
落
が
存
在
す

る。

付
研
究
対
象
村
落
の
村
内
婚
率
は
、
最
高
二
五
%
(
太
田
村
東
分
)
以
下
と
概
し
て
低
く
、
遠
方
婚
率
は
最
低

O
Z
(板
持
村
)
か
ら

最
高
一
八
%
(
花
熊
村
)
と
ほ
ぼ
等
し
い
。

次
に
、
付
を
補
足
し
て
大
坂
地
域
を
厳
密
に
設
定
す
る
た
め
に
、
図
6
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
研
究
対
象
村
落
と
大
坂
と
の
通
婚
件
数

に
着
目
し
、
大
坂
の
堂
島
か
ら
研
究
対
象
村
落
ま
で
の
距
離
と
、
研
究
対
象
村
落
と
通
婚
関
係
の
あ
る
全
集
落
に
お
け
る
大
坂
の
占
め
る

相
対
的
位
置
を
偏
差
値
で
示
し
た
数
値

a〉
と
の
関
係
を
求
め
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。

図
6
か
ら
、
大
坂
西
部
、
北
東
部
に
つ
い
て
各
々
回
帰
方
程
式
を
得
た
。
す
な
わ
ち
、
研
究
対
象
村
落
と
通
婚
関
係
の
あ
る
全
集
落
に



お
け
る
大
坂
の
占
め
る
相
対
的
位
置

Y
は
、
堂
島
か
ら
研
究
対
象
村
落
ま
で
の
距
離

X
の
指
数
関
数
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

Y
が
五

O

を
越
え
る
集
落
は
、
隣
接
諸
村
以
外
に
大
坂
と
の
通
婚
関
係
が
密
接
な
集
落
で
あ
る
。
大
坂
か
ら
西
は
約
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
、
北

ナ太田村東分生瀬村

と 入 清 水 村 一 一
上瓦林村.~、之主JI!村花熊村

三条村通ミ(;;

通婚圏からみた江戸時代後期の「大坂地域」93 

〈偏差値)

10 

20 

30 (km) 

大坂からの距離と通婚の頻度

X:大坂から研究対象村落までの距離

Y:研究対象村落と通婚のある全集落に占める大坂の相対

的位置 E計算方法は注(24)によるコ

(1) log Y = -0. 016 X十2.081(r2=0.779) 

(2) log Y=-0.024X+2.225 (r2=O.988) 

28 26 24 22 20 18 16 14 12 10 8 6 4 2 

図 B

。

東
は
約
二
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
集
落

が
そ
れ
に
あ
た
り
、
南
部
で
も
ほ
ぼ
同
様

の
数
値
が
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

ペコ
ま

り
、
方
向
と
は
ほ
ぼ
無
関
係
に
、
堂
島
か

ら
半
径
二
二

I
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内

の
範
囲
に
、
筆
者
の
言
う
「
大
坂
地
域
」

が
展
開
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
脇
田
修
は
、
長
柄
友
古

町
、
鈴
鹿
町
の
水
帳
張
紙
、

お
よ
び
、
乾

宏
己
の
分
析
し
た
平
野
町
二
丁
目
、
御
池

通
五
丁
目
、

菊
屋
町
の
事
例
畠
)
か
ら
、

「
一
八
世
紀
中
葉
以
降
の
移
動
は
、

lま
ぼ

市
中
聞
の
移
動
に
限
ら
れ
て
い
る
。

(
中
略
〉
:
:
:
か
く
し
て
一
八
世
紀
に
入

る
と
、
大
坂
と
農
村
と
の
人
口
流
動
は
減
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少
し
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
の
な
か
で
再
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
O
K号
と
の
結
論
を
示
し
て
い
る
。

」
の
見
解
は
、
享
保
期

以
降
の
大
坂
三
郷
の
人
口
停
滞
と
う
ま
く
対
応
し
て
い
る
か
に
み
え
る

B
V

し
か
し
、
脇
田
修
の
分
析
し
た
史
料
で
は
、
家
主
の
移
動
が
把
握
で
き
る
に
止
ま
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
口
移
動
の
す
べ
て
を
把
握
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
五
ケ
町
の
史
料
に
よ
っ
て
、
統
計
学
的
な
吟
味
な
し
に
大
坂
三
郷
の
人
口
移
動
の
全
体
像
を
示
す
こ
と
に

は
疑
問
が
多
い
。
筆
者
は
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
後
期
に
も
堂
島
か
ら
半
径
二
二

l
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
集
落
か
ら

大
坂
三
郷
へ
の
多
数
の
婚
出
を
想
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
享
保
期
以
降
の
大
坂
の
人
口
停
滞
の
要
因
は
、
周
辺
村
務
と
の
人
口
流
動
の

変
化
に
は
求
め
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
従
来
の
歴
史
的
領
域
論
に
お
い
て
、
郡
と
い
う
歴
史
的
領
域
は
「
生
活
二
次
圏
」
あ
る
い
は
、
そ
れ
よ
り
高
次
の
生
活
空
間
で

あ
り
、

『
日
本
地
誌
提
要
』
で
確
認
で
き
る
在
郷
町
が
郡
の
地
域
中
心
で
あ
っ
た
、
と
の
推
論
が
な
さ
れ
て
き
た

ay
し
か
し
、
さ
き
の

同
、
帥
は
、
こ
の
よ
う
な
推
論
を
修
正
す
る
事
例
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
尼
崎
藩
領
有
馬
郡
生
瀬
村
、
同
兎
原
郡
三
条
村
の
通
婚
の
比
重
は
、
有
馬
郡
の
主
口
巴
で
あ
る
三
田
村
、
湯
山
村
詣
)
、
兎
原

郡
の
主
邑
で
あ
る
熊
内
村
、
住
吉
村
ハ
号
、
尼
崎
藩
の
城
下
町
尼
崎
、
あ
る
い
は
生
瀬
村
の
場
合
に
は
距
離
的
に
最
も
近
い
川
辺
郡
伊
丹
等

に
は
な
い
。
ま
た
、
島
上
郡
東
天
川
村
、
島
下
郡
清
水
村
、
味
舌
上
村
、
河
内
国
石
川
郡
板
持
村
に
お
い
て
も
通
婚
の
比
重
は
、
高
槻
、

富
田
、
茨
木
、
吹
田
、
富
田
林
(
巴
に
は
な
い
。

「
大
坂
地
域
」
内
部
で
は
、
天
領
武
庫
郡
西
宮
が
唯
一
、
中
心
性
を
示
し
、
武
庫
郡
を
越

え
て
兎
原
郡
、
有
馬
郡
の
一
部
に
お
よ
ぶ
サ
ブ
地
域
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
郡
の
主
邑
の
中
心
性
は
、
通
婚
圏
を
指
標
と
し
た
場
合
に
は
確
認
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
、
江
戸
時
代
後
期
に
郡
と
い

う
歴
史
的
領
域
す
べ
て
を
地
域
中
心
を
持
っ
た
生
活
空
間
と
す
る
見
解
に
は
、
肯
定
で
き
な
い
。
大
坂
周
辺
で
は
、
郡
、
所
領
、
大
庄
屋



組
、
助
郷
、
郷
・
庄
等
を
越
え
た
「
大
坂
地
域
」
が

「
生
活
二
次
圏
」
、

あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
高
次
の
生
活
空
間
の
実
態
で
あ
っ
た
と
判

断
す
る
。

こ
の
よ
う
な
「
大
坂
地
域
」
形
成
は
、

小
林
茂
が
示
し
た
下
尿
仲
間
の
範
囲

a)等
の
大
坂
市
場
圏
と
密
接
に
か
か
わ
る
。

し
か
し
、

単
に
市
場
圏
の
み
が
通
婚
圏
形
成
に
作
用
し
て
い
る
と
は
い
い
き
れ
な
い
側
面
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
菜
種
作
地
帯
に
位
置
す
る
三
条
村

は
、
文
政
年
聞
に
菜
種
油
を
兵
庫
津
、
西
宮
、
芦
屋
村
、
住
吉
村
に
販
売
し
て
い
る
が

ax
図
5
に
示
し
た
よ
う
に
三
条
村
と
兵
庫
津
と

の
通
婚
関
係
は
皆
無
で
あ
る
。

通婚圏からみた江戸時代後期の「大坂地域」

さ
ら
に
伺
と
の
関
連
で
い
え
ば
、

「
大
坂
地
域
」
の
外
縁
部
の
う
ち
、
花
熊
村
に
代
表
さ
れ
る
通
婚
の
比
重
が
兵
庫
津
に
あ
る
地
域

(
「
兵
庫
津
地
域
」
)
は
、
町
場
に
通
婚
の
比
重
が
あ
る
点
に
お
い
て
、

「
大
坂
地
域
」
の
集
落
と
本
質
的
に
異
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

「
大
坂
地
域
」
の
南
部
、
北
東
部
に
は
、
東
天
川
村
、
板
持
村
に
代
表
さ
れ
る
、
町
場
に
隣
接
し
て
い
な
が
ら
通
婚
の
比
重
が
村
落
に
あ

る
集
落
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
集
落
の
通
婚
圏
は
、

「
大
坂
地
域
」
、
「
兵
庫
津
地
域
」
の
通
婚
圏
と
は
異
な
る
傾
向
を
一
不
す
。
岩
田

慶
治
の
表
現
を
借
り
る
と
、

「
土
地
評
価
」
に
お
い
て
異
質
な
住
民
の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
〈
ち
o

以
上
の
点
か
ら
す
れ
ば
、

「
大
坂
地
域
」
は
、
単
に
大
坂
市
場
圏
の
み
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
く
、

よ
り
根
底
的
な
「
土
地
評
価
」

観
、
あ
る
い
は
生
活
意
識
の
共
通
な
人
間
集
団
の
存
在
が
背
景
に
あ
り
、

「
大
坂
地
域
」
内
部
で
は
経
済
的
な
交
渉
の
頻
度
が
通
婚
件
数

に
影
響
を
与
え
て
い
る
、
と
の
作
業
仮
説
を
提
唱
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

95 
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五

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
は
、
歴
史
的
領
域
論
を
一
般
住
民
の
側
か
ら
再
検
討
す
る
試
み
の
一
端
で
あ
る
。
旧
稿
以
来
課
題
と
な
っ
て
い
た
一
般
住
民
の
生

活
空
間
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
、
大
坂
を
中
心
と
す
る
ヒ
ン
タ
l
ラ
ン
ド
に
求
め
、
通
婚
を
指
標
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
ま
で
に
解
明
し
た
点
を
要
約
す
る
と
、
次
の
五
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

は
一
八
世
紀
中
期
か
ら
一
九
世
紀
中
期
ま
で
の
約
一

0
0年
間
(
江
戸
時
代
後
期
)
は
、
大
坂
周
辺
集
落
の
近
隣
婚
の
空
間
的
広
が
り

に
構
造
的
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

亙
江
戸
時
代
後
期
、
大
坂
の
堂
島
を
中
心
と
し
て
半
径
二
二

l
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
集
落
は
、
大
坂
と
の
通
婚
関
係
が
極
め
て

密
接
で
あ
る
。
な
お
筆
者
は
、
こ
れ
を
「
大
坂
地
域
」
と
命
名
し
た
。

、3
ノE

 
「
大
坂
地
域
」
内
部
で
は
、
郡
ご
と
に
明
確
な
地
域
中
心
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
大
坂
地
域
」
内
部
で
は
、
西
宮
が
唯

一
、
中
心
性
を
示
し
、
西
摂
の
数
郡
に
わ
た
る
サ
ブ
地
域
を
形
成
し
て
い
る
。

wu 

r
t

、
南
部
、
北
東
部
に
は
、
町
場
に
通
婚
の
比
重
を
置
か
な
い
集
落
が
存
在
す
る
o

V

「
大
坂
地
域
」
は
、
単
に
大
坂
市
場
圏
だ
け
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
。

本
稿
は
、

「
大
坂
地
域
」
外
縁
部
の
う
ち
、
西
部
に
は
兵
庫
津
に
通
婚
の
比
重
を
置
く
「
兵
庫
津
地
域
」
の
存
在
が
推
定
で
き
る
。
し
か
し
、

一
般
住
民
の
日
常
生
活
に
関
す
る
行
動
の
及
ぶ
範
囲
を
求
め
て
大
坂
地
域
を
設
定
し
た
。
し
か
し
、
(

E

)

で
設
定
し
た
地
域

は
、
方
言
区
画
、
婚
姻
習
俗
に
関
す
る
先
学
の
研
究
成
果
と
も
密
接
な
関
係
を
持
つ
。

ま
ず
方
言
区
画
に
関
し
て
は
、

鎌
田
良
二
が
敬
語
法
に
注
目
し
て
、

大
阪
方
言
と
兵
庫
方
言
の
境
界
を
住
吉
川
に
求
め
て
い
る

az



ま
た
、
山
本
俊
治
の
区
分
に
よ
る
と
、
大
阪
方
言
と
京
都
方
言
の
聞
に
三
島
方
言
が
存
在
す
る

av
こ
れ
は
、
調
査
期
間
に
約
一

O
O年

の
へ
だ
た
り
が
あ
る
が
、
先
の

(
E
Y
(
W
H
)

と
の
対
応
関
係
が
み
ら
れ
る
。
な
お
、
大
阪
方
言
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
前
田
勇
が

『
世
間
姑
気
質
』
、
『
弥
味
草
紙
』
を
資
料
と
し
て
、

一
八
世
紀
中
期
に
大
阪
方
言
の
存
在
を
裏
づ
け
て
い
る

B
Y

婚
姻
習
俗
に
関
し
て
は
、
宮
川
満
が
昭
和
三

O
年
(
一
九
五
五
)
前
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
礎
に
、

「
新
婦
の
親
と
新
郎
と
の
親

子
な
り
の
盃
を
か
わ
す
初
筆
入
は
、
中
河
内
以
南
の
河
内
・
和
泉
で
は
一
般
的
に
結
婚
式
の
当
日
の
朝
行
な
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
北
河

内
お
よ
び
北
摂
地
域
で
は
、
朝
餐
入
の
風
は
余
り
み
ら
れ
ず
、
三
日
帰
り
|
|
北
摂
で
は
花
帰
り
、
北
河
内
で
は
三
夜
帰
り
と
も
い
わ
れ

通婚圏からみた江戸時代後期の「大坂地域」

る

l
iと
同
時
に
、
あ
る
い
は
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
。
」

8
と
述
べ
て
い
る
。
初
筆
入
の
順
序
は
、
大
間
知
篤
三
が
示
し
た
よ
う
に
、
婿

方
、
嫁
方
の
地
位
の
変
化
を
象
徴
す
る
、
と
の
説
が
定
説
と
な
っ
て
い
る

auo
つ
ま
り
ぷ
こ
の
隣
接
す
る
両
地
域
で
は
、
婚
姻
に
対
す
る

意
識
の
差
異
が
昭
和
三

0
年
代
に
も
明
確
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
婚
姻
習
俗
の
分
布
も
、

「
大
坂
地
域
」
と
密
接

な
関
係
が
み
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

「
大
坂
地
域
」
内
部
で
は
、
大
坂
と
の
通
婚
関
係
が
極
め
て
密
接
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
言
語
、
婚
姻
習
俗
に

つ
い
て
も
共
通
す
る
点
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
前
節
で
想
定
し
た
、

「
大
塚
地
域
」
形
成
の
背
景
に
あ
る
生
活
意
識
の
共
通
し
た
人
間
集

団
存
在
の
可
能
性
は
、
こ
の
よ
う
な
側
面
か
ら
も
解
明
す
べ
き
重
要
な
作
業
仮
説
で
あ
る
。

本
稿
は
、
生
活
空
間
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
抽
出
を
直
接
の
課
題
と
し
な
が
ら
、
期
せ
ず
し
て
、
地
域
を
構
成
す
る
人
間
集
団
の
質
的
な

差
異
と
い
う
、
よ
り
広
義
の
地
域
論
に
つ
き
あ
た
っ
た
。
通
婚
圏
を
め
ぐ
る
問
題
は
、

た
と
え
ば
、
日
本
史
を
東
日
本
と
西
日
本
と
の
対

比
に
お
い
て
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
試
論
品
〉
の
重
要
な
論
拠
と
な
っ
て
い
る

av
そ
の
こ
と
を
思
え
ば
、
本
稿
は
、

人
間
集
団
の
質
的

97 

な
差
異
と
い
う
基
本
問
題
に
た
ち
か
え
っ
て
、
東
西
日
本
よ
り
も
低
次
の
「
地
域
」
抽
出
へ
の
糸
口
を
模
索
し
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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い
ず
れ
に
し
て
も
残
さ
れ
た
課
題
は
膨
大
で
あ
る
。
本
稿
は
、
問
題
提
起
に
終
始
し
た
観
が
あ
る
。

い
ず
れ
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た

し、。

イ寸

ロ』量一一ロ

本
稿
は
、
一
九
八
三
年
度
歴
史
地
理
学
会
大
会
に
お
い
て
発
表
し
た
内
容
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
作
成
に
あ
た
り
御
指
導
い
た
だ
い

た
黒
崎
千
晴
先
生
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
鎌
田
良
二
、
小
林
健
太
郎
、
藤
岡
ひ
ろ
子
、
八
木
哲
浩
、
脇
田
修
各
先
生
か
ら
有
益
な
御
助
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
地
調
査
の
際
に
は
、
池
野
茂
、
笹
川
隆
平
、
松
浦
昭
、
武
藤
誠
各
先
生
、
芦
屋
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
、
大
阪
府
立
図

書
館
、
岡
本
俊
二
氏
、
関
西
大
学
付
属
図
書
館
古
文
書
室
、
小
阪
作
兵
衛
氏
、
浄
橋
寺
、
高
槻
市
役
所
市
史
編
さ
ん
係
、
富
田
林
市
役
所
市
史
編
集

係
、
以
上
の
方
々
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
書
き
き
れ
ま
せ
ん
が
、
常
に
励
ま
し
力
づ
け
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

i主川
口
洋
「
近
世
非
領
国
地
域
の
通
婚
圏
に
つ
い
て
」
歴
史
地
理
学
、
一
二
四
、
一
九
八
四

川
口
洋
「
尼
崎
藩
領
西
筏
一
農
村
の
通
婚
圏
」
地
域
史
研
究
、
一
二

l
二
、
一
九
八
三

結
節
地
域
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
矢
守
一
彦
『
幕
藩
社
会
の
地
域
構
造
』
大
明
堂
、
一
九
七

O
に
詳
し
い
。

(
4
)
宮
川
満
『
太
閤
検
地
論

E
』
御
茶
の
水
害
一
房
一
、
一
九
五
七
、
三
浦
忍
「
近
世
後
期
畿
内
農
村
人
口
の
構
成
に
つ
い
て
」
鹿
児
島
経
大
論
集
、
一

一
|
一
二
九
七

O
、
三
浦
忍
「
近
世
後
期
在
郷
町
周
辺
の
人
口
構
造
」
(
黒
羽
兵
治
郎
先
生
喜
寿
記
念
会
編
『
大
阪
地
方
の
史
的
研
究
』
巌
南
堂

書
底
、
一
九
八

O
)
、
四
九

t
九
八
頁
、
宮
下
美
智
子
「
農
村
に
お
け
る
家
族
と
婚
姻
」
(
女
性
史
総
合
研
究
会
編
『
日
本
女
性
史
、

3
、
近
世
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
)
三
一

1
六
二
頁
、
宮
下
品
美
智
子
「
近
世
家
族
の
動
向
」
忠
岡
町
史
紀
要
、
三
、
一
九
八
三

(
5
)

脇
田
修
「
近
世
大
坂
地
域
の
都
市
と
農
村
」
(
脇
田
修
編
著
『
近
世
大
坂
地
域
の
史
的
分
析
』
御
茶
の
水
害
一
房
、
一
九
八

O
)
二
九
五
頁

(
6
)

北
川
建
次
「
都
市
圏
の
調
査
」
(
尾
留
川
正
平
編
『
人
文
地
理
調
査
法
』
朝
倉
書
居
、
一
九
七
二
)
一
一
二
八

1
一
五
三
頁
に
両
調
査
法
の
概
念

が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 



通婚圏からみた江戸時代後期の「大坂地域」

(
7
)

五
十
嵐
富
夫
「
関
所
手
形
よ
り
み
た
山
村
の
通
婚
圏
」
上
毛
史
学
、
七
、
一
九
五
六
、
池
野
茂
「
一
一
畏
六
甲
の
道
路
系
と
宿
駅
生
瀬
の
動
向
」
人

文
地
理
、
二
一
|
三
、
一
九
六

O
、
小
林
み
さ
子
「
近
世
在
郷
町
周
辺
村
落
に
お
け
る
通
婚
圏
に
つ
い
て
」
学
習
院
史
学
、
二
二
、
一
九
七
七
、

五
十
嵐
富
夫
「
近
世
に
お
け
る
北
関
東
農
村
の
通
婚
圏
」
伊
勢
崎
市
史
研
究
、
一
、
一
九
八
三
な
ど
が
あ
る
。

(
8
)

荒
居
英
次
『
近
世
日
本
漁
村
史
の
研
究
』
新
生
社
、
一
九
六
三
、
溝
口
常
俊
「
甲
州
に
お
け
る
近
世
の
通
婚
圏
」
歴
史
地
理
学
会
会
報
、
九
五
、

一
九
七
八
、
山
崎
謹
哉
「
戸
口
分
析
よ
り
み
た
近
世
羽
州
角
田
二
口
村
の
構
造
」
専
修
人
文
論
集
、
一
回
、
一
九
七
四
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

(
9
)

た
と
え
ば
、
寛
政
元
年
(
一
七
八
九
)
か
ら
文
化
一
五
年
(
一
八
一
八
)
の
聞
に
、
大
坂
か
ら
上
瓦
林
村
へ
の
婚
入
が
皆
無
で
あ
る
の
に
対

し
、
上
瓦
林
村
か
ら
大
坂
へ
の
婚
出
は
七
件
で
あ
る
。
同
じ
期
間
、
大
坂
か
ら
太
田
村
東
分
へ
の
婚
入
は
三
件
、
太
田
村
東
分
か
ら
大
坂
へ
の
婚

出
は
六
件
で
あ
る
。
ま
た
、
文
化
四
年
(
一
八

O
七
)
か
ら
天
保
九
年
(
一
八
三
八
)
の
聞
に
、
大
坂
か
ら
味
舌
上
村
へ
の
婚
入
が
皆
無
で
あ
る

の
に
対
し
、
味
舌
上
村
か
ら
大
坂
へ
の
婚
出
は
七
件
で
あ
る
。

(
日
)
花
熊
村
の
人
口
史
料
に
関
し
て
は
、
す
で
に
松
浦
昭
が
検
討
し
て
い
る
。
松
浦
昭
「
近
世
後
期
労
働
移
動
の
一
形
態

l
l摂
津
国
花
熊
村
の
人

口
移
動
を
中
心
と
し
て
|
|
」
社
会
経
済
史
学
、
三
八
1

六
、
一
九
七
三

(
日
)
上
瓦
林
村
の
人
口
史
料
に
関
し
て
は
、
前
掲
(
2
)
参
照
の
こ
と
。

(
ロ
)
太
田
村
東
分
の
人
口
史
料
に
関
し
て
は
、
松
浦
昭
「
近
世
中
・
後
期
に
お
け
る
人
口
移
動
|
|
河
内
国
士
山
紀
郡
太
田
村
を
中
心
と
し
て
l
l
i
」

金
城
学
院
大
学
論
集
、
九
一
、
一
九
八
一
、
で
す
で
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
た
だ
、
味
舌
上
村
の
「
宗
門
御
改
帳
」
で
は
、
文
化
六
年
、
九
年
I
一
五
年
、
天
保
五
年
、
六
年
の
間
に
、
合
計
一
五
人
の
村
外
へ
の
移
住

先
、
移
住
目
的
が
不
明
で
あ
る
。

(
H
H
)

こ
こ
で
は
、
宗
門
改
帳
等
に
記
載
の
あ
る
人
口
移
動
に
つ
い
て
吟
味
す
る
に
止
め
、
宗
門
改
帳
等
自
体
の
史
料
と
し
て
の
信
頼
性
に
つ
い
て

は
、
速
水
融
の
、
宗
門
帳
は
一

O
O
V
A事
実
を
語
る
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
「
同
時
代
の
他
の
史
料
た
と
え
ば
年
貢
や
石
高
に
関
す
る
も
の

に
く
ら
べ
る
と
、
経
済
史
研
究
に
お
け
る
数
量
処
理
の
上
で
は
る
か
に
信
頼
度
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
見
解
に
し
た
が
う
。
速
水
融
「
近

世
日
本
経
済
史
研
究
に
お
け
る
人
口
」
(
社
会
経
済
史
学
会
編
『
経
済
史
に
お
け
る
人
口
』
慶
応
通
信
、
一
九
六
九
)
一
一
一
一
貝

(
臼
)
前
掲
(
2
)

(
時
)
一
集
落
あ
た
り
の
平
均
通
婚
件
数

-x、
標
準
偏
差

σ
を
算
出
し
、
次
の
三
階
級
に
区
分
し
た
。

U
門
N

恥
し
問
唱
し
問
〈
し
門
欣
れ
し
問

+
N
q
u
し
同
十

N
q
〈
し
円
札
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お
は
、
各
集
落
と
の
通
婚
件
数
で
あ
る
。

(
げ
)
遠
方
婚
率
は
、
寛
政
一
万
年
か
ら
文
化
一
五
年
ま
で
が
一
八
%
、
文
政
二
年
か
ら
嘉
永
元
年
ま
で
が
一
八
%
、
村
内
婚
率
は
、
寛
政
元
年
か
ら
文

化
一
一
五
年
ま
で
が
二
ハ
%
、
文
政
二
年
か
ら
嘉
永
元
年
ま
で
が
四
%
で
あ
る
。

(
時
)
嘉
永
二
年
か
ら
安
政
七
年
ま
で
の
村
内
婚
は
皆
無
で
あ
る
。

(
四
)
花
熊
村
の
概
況
は
、
新
保
博
『
封
建
的
小
農
民
の
分
解
過
程
』
新
生
社
、
一
九
六
七
、
に
詳
し
い
。

(
却
)
村
内
婚
率
は
、
両
世
代
と
も
に
二
五
%
、
遠
方
婚
率
は
、
宝
暦
二
年
か
ら
天
明
元
年
ま
で
が
七
%
、
寛
政
一
万
年
か
ら
文
政
元
年
ま
で
が
五
%
で

あ
る
。

(
幻
)
前
掲
(
臼
)
、
四
三

t
四
六
頁

(
泣
)
志
紀
郡
南
木
本
村
、
小
山
村
、
丹
北
郡
太
田
村
、
木
本
村
、
安
宿
郡
国
分
村
等
と
の
通
婚
件
数
が
極
め
て
多
い
。

(
勾
)
前
掲
(
1
)

(
但
)
次
式
で
求
め
た
数
値
で
あ
る
。

(
U
C
l
N
)
H
O
 

問。
+
1
1
1
1
1
1

q
 

m
は
大
坂
と
研
究
対
象
村
落
と
の
通
婚
件
数
J
X
は
一
集
落
あ
た
り
の
平
均
通
婚
件
数
、

σ
は
標
準
偏
差
で
あ
る
。

(
羽
)
乾
宏
己
の
大
阪
歴
史
学
会
近
世
史
部
会
こ
九
七
八
年
一

O
月
一
四
日
)
報
告
と
そ
の
史
料
に
よ
る
。

(
m
m
)

前
掲
(
5
)
、
三
一
二
頁

(
幻
)
前
掲
(
5
)
、一一

-
O四
頁
、
三
一
八
頁

(
お
)
水
津
一
朗
『
社
会
地
理
学
の
基
本
問
題
』
大
明
堂
、
一
九
八

O
、
一

O
一一一

t
一
O
五
頁

(
却
)
塚
本
明
毅
編
『
日
本
地
誌
提
要
』
一
八
七
五
、
に
よ
っ
て
、
有
馬
郡
の
「
名
目
巴
」
を
確
認
し
た
。

(
却
)
武
庫
郡
教
育
会
編
『
武
庫
郡
誌
』
一
九
二
一
、
に
よ
っ
て
、
兎
原
郡
の
郡
役
所
が
置
か
れ
て
い
た
住
吉
村
を
、
ま
た
、
池
野
茂
「
藩
政
期
摂
津

国
村
高
と
人
口
」
人
文
地
理
、
一

O

|
五
、
六
、
一
九
五
九
、
に
よ
っ
て
、
村
落
規
模
の
最
大
で
あ
る
熊
内
村
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
前
掲

(
m
m
)

に
は
兎
原
郡
の
「
名
邑
」
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
池
野
茂
も
、
他
郡
の
主
邑
と
比
較
し
て
熊
内
村
の
村
落
規
模
が
小
さ
し
V

た
め
、
熊
内
村

を
地
域
中
心
と
は
認
め
て
い
な
い
。



通婚圏からみた江戸時代後期の「大坂地域」

(
紅
)
前
掲
に
よ
っ
て
、
島
上
郡
、
島
下
郡
、
石
川
郡
の
「
名
口
巴
」
を
確
認
し
た
。

(
詑
)
小
林
茂
『
近
世
農
村
経
済
史
の
研
究
』
未
来
社
、
一
九
六
三

(
お
)
武
藤
誠
編
『
新
修
芦
屋
市
史
本
篇
』
芦
屋
市
役
所
、
一
九
七
一
、
五
一

O
頁

(
担
)
岩
田
慶
治
「
家
族
と
村
落
構
成
の
変
化
過
程
」
人
文
研
究
、
三
、
四
、
一
九
五
二

(
部
)
鎌
田
良
二
「
神
戸
方
言
語
法
」
兵
庫
方
言
、
四
、
一
九
五
六
、
鎌
田
良
二
『
兵
庫
県
方
言
文
法
の
研
究
』
桜
楓
社
、
一
九
七
九

(
お
)
山
本
俊
治
「
大
阪
府
方
言
」
(
楳
垣
実
編
『
近
畿
方
言
の
総
合
的
研
究
』
三
省
堂
、
一
九
六
二
三
四
二
一

l
四
九
四
頁

(
幻
)
前
田
勇
『
大
阪
弁
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
七
、
一

o
i一
四
頁

(
お
)
宮
川
満
「
大
阪
府
の
ア
シ
イ
レ
」
大
阪
学
芸
大
学
紀
要
、
七
、
一
九
五
九
、
二
五
九

t
二
六

O
頁

(
鈎
)
大
間
知
篤
一
一
一
『
婚
姻
の
民
俗
学
』
岩
崎
美
術
社
、
一
九
六
七

(
伺
)
網
野
善
彦
『
東
と
西
の
語
る
日
本
の
歴
史
』
そ
し
え
て
、
一
九
八
二

(
日
制
)
白
井
竹
次
郎
・
方
波
見
重
兵
衛
・
金
子
功
「
東
は
束
、
西
は
西
」
日
本
医
事
新
報
、
二
五

O
六
、
一
九
七
二
は
、
昭
和
四
二
年
の
段
階
で
さ

ぇ
、
日
本
国
内
に
東
西
二
つ
の
亜
生
殖
集
団
が
存
在
す
る
事
実
を
示
し
た
。
こ
の
事
実
は
、
前
掲
(
伺
)
の
他
に
も
人
類
学
、
言
語
学
等
の
論
文
、

著
書
に
盛
ん
に
引
用
さ
れ
る
。
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